
一

NO.1⑨⑥1
2002年(平成14年）

且｡丑6

よみがえれ手賀沼

鰯鯛暴禰雇↑5mg/0
平成12年12月､月平均COD値91mg/@
採水場所：手賀沼公園沖

平襲鰯早鰯豊:値5加/’

の
び

我孫子寵徹諦総務訓蕊腫
容0471(8国)1111代表
〒270-1192我孫子市我孫子1,858

1|URLh廿p:"www.city.abiko.chiba.jpl

耐篭務剖

8鋤1111

｜
’

一

充
実
だ
け
で
は
な
く
、
利
根
川
の
水

や
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
家
族
ぐ
る
み

で
楽
し
む
一
．
」
と
の
で
き
る
公
園
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。

昨
年
は
、
計
画
の
策
定
の
た
め
に
、

市
は
、
利
根
川
運
動
公
園
を
利
根
川
の
自
然
環
境
と
ふ
れ
あ
い
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
公
園

と
し
て
再
整
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
３
月
ま
で
に
計
画
を
つ
く
り
、
今
年
か
ら
整
備
に
着

手
す
る
予
定
で
す
。
今
号
で
は
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
、
生
ま
れ
変
わ
る
公
園
の
名
称
を

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
ま
す
。

利
根
川
の
自
然
を
楽
し
む
織
総
雛
悠
職
謹
轤
繩
鯉
蝶
感
籔
籟
雛

利
根
川
河
川
敷
に
あ
る
連
動
公
園
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

に
は
現
在
、
野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
、
（
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
次
号
）
。
こ
の
た
め
計
画
で
は
「
人
と
鳥
が

陸
上
競
技
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
再
そ
こ
で
得
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
声
を
計
集
い
川
延
ふ
れ
あ
う
水
辺
の
ス

整
備
計
画
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
画
に
反
映
さ
せ
、
３
月
中
に
策
定
し
テ
ー
ジ
」
雁
の
は
ば
た
く
日
を
め
ざ

充
実
だ
け
で
は
な
く
、
利
根
川
の
水
ま
す
○
し
て
ｌ
を
テ
ー
マ
と
し
ま
す
。
各
ゾ

利
根
川
運
動
公
園
を
再
整
備

自
然
と
一
小
れ
あ
い
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
公
園
に

｜
生
ま
れ
変
わ
る
公

画
に
反
映
さ
せ
、
３
月
中
に
策

ま
す
。

計
画
地
の
付
近
は
、
か
つ
て

ガ
ン雁
が
飛
来
し
て
い
ま
し
た
。
現

在
は
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
手
賀
沼
や
古▼各ゾーンのイメージ図

園
に
す
て
き
な
名
称
を公

園
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
公

園
へ
の
交
通
手
段
が
課
題
で
す
。

公
園
内
に
駐
車
場
４
０
０
台
分
を

整
術
す
る
と
と
も
に
、
県
道
我
孫
子

利
根
線
か
ら
の
進
入
路
を
１
カ
所
増

や
す
予
定
で
す
（
布
佐
方
面
か
ら
）
。

歩
行
者
・
自
転
車
用
の
進
入
路
や

信
号
機
の
設
置
も
、
関
係
機
関
と
協

－
ン
の
イ
メ
ー
ジ
は
左
図
の
と
お
り

で
す
。

交
通
ア
ク
セ
ス
も
改
善

自然観察ゾーン

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

つ
け
て
く
だ
さ
い
Ｉ
Ｔ
Ｉ

＊水辺の生物が生息できる場所（ビオトープ）をつくり生態系を復元します

＊自然観察センターを設置。ビオトープとともに市民活動や環境学習の場とします

議
し
ま
す
。

ま
た
、
体
育
館
や
つ
つ
じ
荘
ま
で

現
在
運
行
し
て
い
る
市
民
バ
ス
の
充

実
も
検
討
し
ま
す
。

こ
の
公
園
の
整
備
は
、
国
土
交
通

省
と
連
携
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

市
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な

ど
を
、
国
が
ビ
オ
ト
ー
プ
や
親
水
護

岸
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

工
事
は
今
年
か
ら
着
手
し
、
平
成

国
と
連
携
し
て
整
備

スポーツゾーン
■
■
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０

*野球場やｻｯｶー 場といった既存の施設と市民体育館に隣接した立地条件を浩か
し、自然に親しみながらスポーツを楽しめる空間を整備します

こ
の
公
園
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
名

称
を
公
募
し
ま
す
。

公
園
の
イ
メ
ー
ジ
図
や
内
容
を
参

考
に
、
す
て
き
な
名
称
を
つ
け
て
く

だ
き
い
。

応
募
資
格
ど
な
た
で
も
応
募
可

募
集
内
容
公
園
の
名
称
と
、
そ
の

名
称
を
つ
け
た
理
由

選
考
方
法
市
の
検
討
委
員
会
で
選

考発
表
広
報
あ
び
こ
５
月
１
日
号
、

住

嘘
年
度
に
完
成
予
定
で
す
が
、
整
備

が
で
き
た
場
所
か
ら
順
次
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
る
公
園
の

名
称
を
募
集

才氾

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

表
彰
採
用
作
品
に
は
表
彰
状
、
記

念
品
を
贈
呈

応
募
方
法
駈
房
応
募
用
紙
（
市

役
所
公
園
緑
地
課
・
行
政
情
報
資
料

室
、
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
・
図
書

館
．
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
市
民
プ
ラ
ザ

に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

２
月
晦
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
投

票
箱
に
投
か
ん
す
る
か
、
〒
２
７
０

１
１
１
９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役

所
公
園
緑
地
課
四
（
蓮
４
３
２
９
へ

郵
便
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
送
り
く

だ
さ
い
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
応
募
で
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
公
園
緑
地
課
・
内
線

５
４
４
５
９
４
．

※
整
備
計
画
（
案
）
は
、
市
役
所
行
政

情
報
資
料
室
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

若者から高齢の方まで、だれもが楽しむことのできるレクリエーション空間とし

て整備します

＊水とふれあえる親水性を高めた水辺空間やイベント空間を整備します

自然緑地ゾーン

＊東側の緑地との連続性を活かし、既存の自然を保全した空間とします

人と烏が共存し 手賀 沼を誇れるまち
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▼自転車駐車場一覧表
４
月
か
ら
の
、
屋
外
有
料
自
転
車

駐
車
場
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

現
在
利
用
中
の
方
も
３
月
訓
日
で

使
用
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
、
継
続

し
て
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
必
ず

ゴ

酉

平成14年度
の神秘

親好のふれあい鱸

（星座観察）

収容台数

醗薊薊名称 料金
’
１
１
１
１

地下･2階810円／月
3階3,720円／年

屋
鮴
育
型
目
戦
車
駐
車
場
の
利
用
受
唾
緬
嘩
を
開
始

サイクルパーク･我孫子南1 1,094

自転車遂階3洲猩
50cc以下の原付2,030円/月

本町3丁目財 1,469150

3我孫子駅南口第ヨ，8020謡諦爵弓
4我孫子駅北口2,889-810円／月

5獅子駅北口臆ｲｸ簿場－330無料（申請不要）

自転車3,720円/年
50cc以下の原付7,320円/年

我孫子駅南口第3 380

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
方
住
居
や
勤
務
先
が

各
駅
か
ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え

る
通
勤
・
通
学
者
な
ど

屋
外
自
転
車
駐
車
場
〈
表
の
３
竜
７

冬
の
夜
空
に
輝
く
星
を
、
天
体
望

遠
鏡
で
観
察
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
と

保
護
者
で
、
宇
宙
の
神
秘
と
雄
大
さ

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
。
場
所
２
月
暉
旦
土
）
午
後

５
時
か
ら
８
時
“
分
、
市
民
体
育
館

内
容
木
星
・
土
星
・
オ
リ
オ
ン
大

星
雲
な
ど
の
観
察
、
星
座
早
見
盤
の

作
成
（
天
候
不
良
の
場
合
は
、
内
容

を
変
更
）

定
員
親
子
蝿
組
・
知
人
程
度

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費
１
人
２
０
０
円

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ
ガ
キ

に
「
星
座
観
察
希
望
」
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

１
月
奉
日
（
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子

１
６
８
４
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

壷
（
お
）
１
１
５
１
へ

自転車躯.2葛拙匙月サイクルパーク‘天王台南6 1,718 87

１
１

50cc以下の原付2,030円/月

１
１
２

第
第
第
前

ロ
ロ
ロ
駅

南
北
北
口

駅
駅
駅
東

台
台
台
駅

王
王
王
佐

天
天
天
布

７
’
８
’
９
｜
加

600

700

600

420

100

100

100

30

年
年
／
／
円
円
０
０
２
２
７
３
３
７

車
下
付

転
哩
原

自
印
の

※募集時の管理人勤務時間は、6時から10時
（屋内駐車場は16時から20時も勤務）

▼我孫子駅周辺 ～
ね
）

受
付
期
間
１
月
晦
日
（
水
）
か
ら
訓

日
（
木
）
〈
日
曜
日
を
除
く
〉

申
請
方
法
申
請
書
客
自
転
車
駐

車
場
の
管
理
棟
に
用
意
）
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
管
理
棟
の
ポ
ス
ト
に

の冬鳥に
ヤーイン

ｵｯﾁｺグしよう

手
賀
沼
の
水
鳥
は
今
の
時
期
、
種

類
も
数
も
一
番
多
く
、
オ
ス
の
水
鳥

が
最
も
美
し
く
な
っ
て
ま
す
。

環
境
レ
ン
ジ
ヤ
ー
の
案
内
で
、
水

鳥
を
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

暖
か
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
。
集
合
場
所
１
月
幻
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
正
午
、
市
役
所
本
庁

正
面
玄
関
前
（
雨
天
中
止
）

持
参
双
眼
鏡
（
あ
る
方
）
、
筆
記

用
具
参
加
費
無
料

申
し
込
み
直
接
集
合
場
所
へ

問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
・
内
線
４

６
２
※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前
７

時
弛
分
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
壷

（
芭
５
０
０
０
コ
ー
ド
番
号
８
５
０

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
請
は

１
人
１
台
に
限
る
）

利
用
決
定
申
請
は
一
括
で
審
査
し
、

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

し
ま
す
。
利
用
決
定
者
に
は
、
３
月

上
旬
に
納
入
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

使
用
料
の
納
付
金
融
機
関
に
納
入

通
知
書
を
持
参
し
て
、
使
用
料
を
納

付
し
、
領
収
書
を
受
け
取
っ
て
く
だ

き
い
。U 国道356号

定
期
シ
ー
ル
の
交
付
３
月

お
日
（
月
）
か
ら
訓
日
（
日
）
ま

で
の
午
前
６
時
か
ら
午
後
６

時
に
、
領
収
醤
を
管
理
棟
に

▼天王台駅周辺

I四□□口而冒
←我孫子 取手→

持
参
し
、
定
期
シ
ー
ル
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
我
孫
子
駅
南
口
第
１
．
２
自
転
車

駐
車
場
は
、
３
月
幻
日
で
廃
止
し
、

４
月
か
ら
新
し
く
屋
内
の
本
町
３
丁

目
自
転
車
駐
車
場
に
な
り
、
手
続
方

法
等
を
変
更
し
ま
す
。

※
屋
内
自
転
車
駐
車
場
（
表
の
１
，

２
，
４
，
６
）
の
受
付
は
、
３
月
１

日
（
金
）
か
ら
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

２
月
嘔
日
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
・
内
線

３
３
０Iお助けマン参上 ▼布佐駅東口

II'"EI上映と識義会’上 演会 ）

P

階いへの対応を探る｣PⅢI
一
一
吟P

I ヨ

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
デ
イ
ヘ
ル
プ

の
活
動
を
題
材
に
、
教
育
映
画
「
お

助
け
マ
ン
参
上
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
デ
イ
ヘ
ル
プ
会
長
・
森

谷
さ
ん
役
で
出
演
の
、
柳
澤
愼
一
さ

ん
（
福
祉
活
動
に
情
熱
を
燃
や
す
ジ

ヤ
ズ
シ
ン
ガ
ー
）
を
お
迎
え
し
、
映

画
上
映
と
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
１
月
”
旦
且
午
後
１
時
か

ら
４
時
（
入
場
無
料
）

場
所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
容
映
画
上
映
「
お
助
け
マ
ン

参
上
」
講
演
「
柳
澤
恢
一
の
辻
説

珪
介
護
保
険
の
説
明
（
手
話
通

訳
あ
り
）

定
員
当
日
先
着
１
６
０
人

問
い
合
わ
せ
老
い
へ
の
対
応
を
探

る
実
行
委
員
会
・
福
田
委
聖
２
７

７
２

▼柏市布施近隣センター案内図
柏
税
務
署
と
千
葉
県
税
理
士
会
柏

支
部
で
は
、
確
定
申
告
受
付
期
間
の

前
に
、
申
告
書
の
作
成
指
導
と
受
け

付
け
〒
表
参
題
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。今

年
は
、
柏
市
布
施
近
隣
セ
ン
タ

ー
（
左
図
参
照
）
や
沼
南
町
役
場
も

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
柏
税
務
署
貧
哲
２

３
２
１

シ
リ
ー
ズ
税
の
申
告
③

申
告
書
作
成
指

シ
汗
〃

※お車でのご来場はご遠慮ください

学童保育室名|定数|電話番号
４
月
か
ら
学
童
保
育
室
を
利
用
す

る
児
童
を
、
募
集
し
ま
す
。

対
象
共
働
き
や
、
ひ
と
り
親
家
庭

で
家
庭
保
育
が
困
難
な
市
内
の
小

学
校
に
就
学
中
の
１
年
か
ら
３
年
生

開
設
日
時
＊
平
日
．
：
正
午
か
ら
午

後
６
時
＊
学
校
休
業
日
．
：
午
前
８

時
か
ら
午
後
６
時
（
日
曜
日
、
祝
休

日
、
年
末
年
始
は
休
室
し
ま
す
。
）

▼確定申告書の作成指導と受け付け日程
日程。場所一小 時間 対 象40 84-1710

･年金受給者で申告が必要な方

･給与所得者で医療費控除を受けようとする方

・パート・アルバイI､などで年末調整されてい
ない方

※住宅借入金等特別控除は指導できません。柏

税務署で直接ご相談ください。

1月31日（木）
2月1日（金）
市民会館

四小 60 85-4800 9時30分
1

15時30分

(篝鰄）
※開場はいず
れも30分前

導
会

根戸小 40 85-1295

副
詞

揃木小 '40 2月8日（金）
沼南町役場

83-2491

’三小 40 84-9831

2月13日（水）
柏市布施近
隣センター

高野山小 40

の
ご
利
用
を

'84-5779

182-8030
188=1672
188-0195
187-24741
屈輌1
189-33641
189-54501

84-5779

二小 40 82-8030
保
育
料
月
額
６
０
０
０
円
。
た
だ

し
、
市
民
税
の
課
税
状
況
等
に
よ
っ

て
、
減
免
き
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
申
請
番

（
各
学
童
保
育
室
〈
左
表
参
照
〉
に

用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
１

月
幻
日
ま
で
に
各
学
童
保
育
室
ま
た

は
子
育
て
支
援
課
・
内
線
３
４
７
へ

直
接
持
参

ア源泉徴収票（原本）

イ生命保険､損害保険の控除証明書（原本）
ウ国民年金や国民健康保険等社会保険の支払領収書(原本）
工医療費の領収書(原本）
オ保険金など医療費の補てん金がある場合は、その金額が分かる書類
力還付金の振込口座の分かるもの
キ印鑑、電卓、筆記用具
ク税務署から申告書が送られてきている方は、その申告書

湖北台西小 必
要
書
類
等

40 88-1672 I

|湖北台東小｜
脚小｜
|新木小｜
|布佐小｜
|布佐南小’

湖北台東小 4088-0195

40 87-2474

新木小 40

|事’布佐小 40

布佐南小 20 89-5450
※柏税務署の駐車場は、4月まで利用できませんのでご了承<だき両
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回I

1

1

(返信の裏面）

園 胴
我
孫
子
市
役
所

叩
企
画
調
整
担
当

印
「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」
行

亘
Ｔ
講
習
会

往復ハガキ記入事項 ●

（
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
）

*左記の記入事項を参考にお申
し込みください。応募は一人
1通に限ります。

◎グループでお申し込みの場合は、受
講者数を赤色で記入してください
（ただし、5人以内でお願いします）

◎特定の講座に応募が集中しています｡
第5希望の「こだわらない」の選択
をご検討ください。圖 悪蝋

畿’零蕊胤
震|講灘一目｜蕊瀧烏搬M職､様

第
４
期
講
習
会
（
１
月
か
ら
３
月
）

は
、
募
集
定
員
に
満
た
な
い
講
座
が

あ
り
、
市
内
６
カ
所
の
会
場
で
７
１

８
人
の
方
を
再
募
集
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
た
こ
と
が
な
い
、

ま
っ
た
く
の
初
心
者
が
対
象
で
す
。

ご
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
受
講
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
日
程
表
を
参
照

内
容
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
、
文

字
入
力
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
、

電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
（
全
哩
時
園

市
で
は
、
「
ｌ
Ｔ
講
習
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
第
４
期

講
習
会
の
一
部
で
定
員
に
満
た
な
い
講
座
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は

第
４
期
追
加
募
集
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊各会場の案内図は、受講決定
者への通知でお知らせします。

ヨ

対
象
県
内
在
住
の
加
歳
以
上
の
方

定
員
日
程
表
を
参
照
（
１
講
座
ご

と
に
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
も
無

料
）申

し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
左
上

の
記
入
事
項
、
希
望
す
る
講
座
番
号
、

返
信
あ
て
先
を
明
記
し
、
１
月
型
日

（
必
萱
ま
で
に
〒
２
７
０
１
１
１

９
２
（
住
所
省
略
可
）
市
役
所
企
画

調
整
担
当
「
Ｉ
Ｔ
講
習
会
」
へ

申
し
込
み
に
際
し
て
の
注
意

①
希
望
す
る
講
座
番
号
は
、
第
４
希

r‐ 且

… 峨勤
開講日

1日目2日目L3日目|4日目
2/192/202/212/22

2/192/202/212/22

2/262/272/283／1

2/262/2ワ2/283／1

3/53/63/73/8

3/53/63/73/8

3/1213/1313/143/15

｜定員’講座
番号
平日。
休日の別
開講時間

第4期生を

追加募集

旧
一
Ⅷ
｜
旧
一
幅
－
３
｜
岬
一
伯

釦
一
釦
一
釦
一
釦
一
釦
一
釦
一
釦

平
一
平
二
半
一
平
一
平
一
平
一
平

９
｜
旧
－
９
｜
旧
－
９
｜
旧
一
一
旧

30～12

30～16

30～12

30～16

30～12

30～16

30～16

剛
巨
一
剛
一
副
一
唖
一
部
一
部
一
郎

－ －

望
ま
で
記
入
で
き
ま
す
。
日
時
・
会

場
に
こ
だ
わ
ら
ず
受
講
を
希
望
き
れ

る
方
は
、
第
５
希
望
に
百
だ
わ
ら

な
と
と
記
入
し
て
く
だ
き
い
。

〈
こ
れ
ま
で
の
募
集
で
は
、
特
定
の

講
座
に
応
募
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

第
５
希
望
の
言
だ
わ
ら
な
ど
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。
〉

②
応
募
は
、
一
人
ハ
ガ
キ
－
通
と
し

ま
す
。

③
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込

む
場
合
は
、
代
表
者
が
受
講
者
数
を

赤
色
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
５
人

以
内
で
お
願
い
し
ま
す
）
。

④
ジ
ャ
パ
ン
○
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
、
ブ
レ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
は
、
受

講
者
用
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

徒
歩
、
自
転
車
で
お
い
で
に
な
る
か
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

受
講
決
定
の
通
知
２
月
８
日
頃
に

発
送
の
予
定

問
い
合
わ
せ
Ｉ
Ｔ
講
習
会
事
務
局

壷
（
鄙
）
７
１
７
５

「
ｌ
‐
ｌ
当
■
■

《 》沸
ロ

□

開講日

1日目2日目3日目

3/93/10-

3／113／133／14

3／163／17－

3/183/203/21

3/183/203/21

3/233/24一

講座
番号
平目・
休日の別
開講時間 定員

4日目

3／15

3/22

3/22

B一－二

H29土・B

H30平

H32iB

H33平祝

H34平祝

H351i･8

叩
一
的
｜
叩
一
叩
一
㈹
｜
叩

６
’
５
｜
ワ
ー
ｇ
ｌ
９
ｌ
８

９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
９
ｌ
旧
－
９

00～16

00～12

00～16

00～12

00～16

00～16

■
－－1

矛星豊濤4 其月日
■ヨ

亀働《§…ヨヅ
開講日

2日目3日目4日目

2/202/222/25

2/243/23/4

2/243/23/4

2/243/23/4

3/103/163/17

3/103/163/17

3/203/223/25

講座
番号
平日・
休日の別
開講時間 定員

1日目

2/19

2/23

2/23

2/23

3/3

3/3

3/19

5日目

2/26

3/5

3/5

3/5

3/23

3/23

3/26

6日目

2/27

3/6

3/6

3/6

3/24

3/24

3/27

平
一
咄
一
咄
一
咄
一
蛆
一
佃
一
平

18;30～20:30

1300～15:00

15:30～17:30

18:30～20:30

13:00～15:00

15:30～17:30

15:30～17:30

９
’
３
｜
岬
一
旧
－
７
｜
艸
一
４

A45

A46

A47

A48

A50

A51

A56

国 匡

訓吋シ0翻卜《 a卿
開講日

開講時間1日目2日目3日目4日目5日目6日目定員
9:30～12302/192/202/212/22－－3

1330～16302/192/202/212/22－－12

18:30～20:302/192/202/212/222/262/2719

9:30～16302/232/24－一一－15

9:30～12:302/262/272/283/1－－16

13:30～16:302/262/272/283/1－－18

18:30～20:302/283/13/53/63/73/818

9:30～16:303/23/3－一一－20

9:30～12:303/53/63/73/8－－13

1330～16:303/53/63/73/8－－18

9:30～16:303/93/10－一一－18

9:30～12303/123/133/143/15－－16

13;30～16:303/123/133/143/15－－19

1830～20:303/123/133/143/153/183/1918

9:30～16303/163/17－一一－16

9:30～12:303/183/193/203/22－－16

13:30～16:303/183/193/203/22－－17

18:30～20:303/203/223/263/273/283/2917

9:30～16:303/233/24－一一-16

9:30～12:303/263/273/283/29－－17

13:30～16:303/263/273/283/29－－14

9:30~16:3013/3013/311-|-|-|-13

講座
番号
平日・
休日の別
開講時間 定員

日

日

日

日

日

平
平
平
士
平
平
平
士
平
平
士
平
平
平
士
平
平
平
士
平
平
畑

７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
３

Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ

二 丘

三副本＝ 目贈

開講日

2日目3日目

2/222/28

2/222/28

2/273/5

2/2ワ3/5

3/8一

講座
番号
平日・
休日の別
開講時間 定員』

一
Ｗ
釦
一
旧
一
旧
一
釦
一

一
側
一
訓
訓
一
洲
一
洲
一
一
一

1日目

2/21

2/21

2/26

2/26

3/ワ

B29平(ホ

B30平休

B31平(1

|,B32平(ハ
|B33,平(ホ

針
一
針
一
刺
一
別
一
針

叩
一
叩
一
叩
一
朋
一
叩

９
－
旧
－
９
｜
旧
－
９

00～12

00～16

00～12

00～16

00～16

。

扇 …
一

開講日

2日目3日目

3/3－

3/53/7

3/10-

3／123／14

3／123／14

3/1ワー

講座
番号
平日・
休日の別
開講時間 定員

＝

璋
一
８
’
７
－
佗
一
峪
一
灼
一
伯

一
棚
一
一
一
洲
一
一
Ⅶ
乖
一

1日目

3/2

3/4

3/9

3／11

3／11

3/161

D7i･日9

D9平13

D10jz.日9

D11平9

D12平13

D13土日9

吋
岬
一
吋
一
岬
一
吋
一
吋

叩
一
叩
一
帥
一
Ⅱ
示
山
制
川
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構
総
０

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
…
我
孫
子
市
我
孫
子
１
８
５
８
冥
唖
１
１
１
１

で
か
け
て
灘
蕊
需
嶺
譜
禦
嗣

み
ま
せ
ん
か
踊
鈴
甑
際
撫
蕊

我
孫
子
吹
奏
楽
団
所
廸
巾
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
柏
琶
島

第
把
回
定
期
演
奏
一
幸
屋
Ｓ
館
８
階
）
〈
入
場
無
料
〉

日
２
月
３
旦
日
面
時
開
演
内
我
孫
子
市
、
柏
市
、
沼
南
町
の

所
市
民
会
館
障
害
児
学
級
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

じ
ゅ
も
ん

内
呪
文
と
踊
り
．
・
・
チ
ャ
ン
ス
、
デ
作
品
（
絵
画
、
工
芸
、
習
字
な
ど
）

イ
ズ
ニ
ー
音
楽
よ
り
～
テ
ー
マ
パ
ー
約
４
３
０
点

ク
か
ら
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
ま
で
、
交
響
問
柏
市
立
松
葉
中
学
校
・
相
澤
垂

詩
冒
－
マ
の
塗
…
レ
ス
ピ
ー
ギ
、
（
翌
５
６
０
’

魔
法
使
い
の
弟
子
．
ゞ
・
デ
ュ
カ
ほ
か
一
我
孫
子
市
学
童
保
育
連
絡
協
議
会

費
高
校
生
以
上
５
０
０
円
、
小
．
『
こ
ど
も
の
そ
ら
」
上
映
会

中
学
生
３
０
０
円
（
全
席
自
由
）
日
・
所
１
月
加
旦
日
活
時
～
喧

問
中
村
壷
（
師
）
０
７
９
９

時
弛
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鰄
会
内
映
画
「
こ
ど
も
の
そ
ら
」
三
部

音
楽
祭
作
（
放
課
後
、
自
転
車
、
雪
合
戦
）

日
・
所
１
月
塑
日
（
土
遍
時
～
唖
費
無
料

時
、
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

※
保
育
あ
り
（
要
予
約
）

出
睦
会
、
琴
友
会
、
我
孫
子
第
三
問
鈴
木
實
聖
５
３
５
９
（
夜
間
）

出
睦
会
、
琴
友
会
、
我
孫
子
第
三

小
学
校
吹
奏
楽
部
、
沼
謡
会
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
サ
ロ
ン
、
歌
お
壱
又
蚕
ア
ン

サ
ン
プ
ル
フ
ロ
ー
ラ
、
ま
つ
ぽ
っ
く

り
、
童
謡
を
歌
Ｚ
室
Ｎ
Ｅ
Ｃ
我
孫

子
吹
奏
楽
団
Ａ
Ｎ
Ｄ
川
村
学
園
女
子

大
学
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

蜜
無
料

間
同
セ
ン
タ
ー
壷
（
聖
９
９
８
８

日
１
月
加
日
（
日
）

所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内
①
邦
楽
、
詩
吟
、
洋
楽
（
哩
時

弛
分
～
遍
時
喧
分
）
②
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
巧
時
和

分
～
焔
時
加
分
）

蜜
①
無
料
②
５
０
０
円

問
同
セ
ン
タ
ー
冥
諏
）
１
１
２
２

日
．
：
日
時
、
所
：
．
場
所
、

湖
北
台
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
巷
１
ト
写
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

日
１
月
配
日
（
土
）
①
ｍ
時
犯
分
～

②
叫
時
～
③
弼
時
犯
分
～

所
市
民
会
館

蜜
１
０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
７

０
０
円
）

主
。
間
あ
び
こ
子
ど
も
劇
場
壷

（
認
）
９
０
７
８

｜
羽
剖
卿
バ
ザ
ー

曰
。
所
１
月
釦
日
（
木
而
時
釦
分

～
皿
時
犯
分
、
つ
く
し
野
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル

内
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、
お
菓
子
、

パ
ン
、
中
古
衣
料
な
ど

主
松
戸
友
の
会

間
斉
藤
寅
蓮
５
１
６
８

内
：
．
内
容
、
種
．
：
種
目
、
出
、

『
学
び
座
」
上
映
会

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
墾
日
（
月
）
…
久
寺
日
。
所
２
月
”
日
（
且
８
時
弧
分

家
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
２
月
、
旦
旦
受
付
、
９
時
開
会
、
市
民
体
育
館

・
・
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
い
ず
種
＊
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
ー
～
４
部

れ
も
画
時
犯
分
～
遁
時
（
１
．
２
部
は
オ
ー
プ
ン
、
３
．
４

費
３
０
０
円
部
は
初
心
者
）
＊
女
子
シ
ン
グ
ル

持
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
ス
ー
・
２
部
（
１
部
は
オ
ー
プ
ン
、

出
席
者
出
演
者
、
定
…
対
象
・
定
員
、
持
…
持
参
、
費
：
．
費
用
、
申

大
人
の
折
り
紙
教
室

折
り
人
知
ら
ず
の
お
ひ
な
さ
ま

日
・
所
１
月
塑
日
（
火
）
９
時
如
分

～
哩
時
、
湖
北
地
区
公
民
館

定
先
着
知
人

費
５
０
０
円

持
は
さ
み
、
の
り
、
持
ち
帰
り
用

の
大
き
め
の
袋

申
・
問
電
話
で
湖
北
地
区
公
民
館

壷
（
配
）
４
４
３
３

日
・
所
２
月
”
日
（
日
）
叫
時
～
唖

時
犯
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

れ
い
き

講
師
奥
井
禮
譽
ざ
ん
（
ラ
イ
フ
ビ

ジ
ョ
ン
代
表
）

対
中
高
年
の
市
民
、
先
着
釦
人

費
３
０
０
円

申
。
問
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

栗
原
壷
圃
（
の
）
９
６
７
２

日
２
月
８
日
（
金
）
、
時
～
哩
時

所
湖
北
地
区
公
民
館
（
参
加
鉦
料
）

う
ち
み
ざ
き

講
師
内
海
崎
貴
子
ざ
ん
（
川
村
学

園
女
子
大
学
助
教
授
）

対
幼
稚
園
・
保
育
園
・
小
学
校
低

学
年
の
児
童
の
保
護
者
、
先
着
和
人

※
保
育
あ
り
（
要
予
約
）

申
・
問
電
話
で
あ
び
こ
女
性
会
議

柳
川
壷
（
題
９
９
３
６

日
。
所
１
月
空
日
（
火
）
・
・
・
湖
北
地

区
公
民
館
、
酔
日
（
木
）
．
：
新
木
近
隣

セ
ン
タ
ー
、
幻
日
（
日
）
・
・
・
天
王
台
北

健
康
。
生
き
が
い
探
検
講
座

こ
れ
か
ら
だ
Ⅶ

雪
簔
辱
篝
姪

手
作
り
味
噌
講
習
会

参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

男
の
《
ん
き
女
の
げ
ん
き

日
２
月
四
日
（
火
）
・
加
日
（
水
）

所
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

対
市
内
在
住
の
方
、
各
日
１
２
０

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
３
０
０
０
円
（
プ
レ
ー
費
、
昼

食
代
な
ど
は
各
自
負
担
）

※
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
は
、
フ
エ
ス
タ
特

別
料
金
（
１
万
円
）

競
技
方
法
鴫
ホ
ー
ル
新
ペ
リ
ア
方

式
（
ソ
フ
ト
ス
パ
イ
ク
を
着
用
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に

大
会
名
、
住
所
、
剛
輔
性
別
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
日

を
明
記
し
、
１
月
奉
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
１
１
１
９
２
（
住
所

省
略
可
）
市
役
所
公
園
緑
地
課

※
記
入
も
れ
、
重
複
ゞ
両
日
申
し
込

み
は
無
効

間
我
孫
子
ゴ
ル
フ
協
会
・
山
崎
云

國
）
５
９
４
１
（
９
時
～
吃
時
）

我
孫
子
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会

市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

日
・
所
２
月
３
旦
旦
９
時
受
付
、

市
民
体
育
館

種
男
子
、
女
子
、
混
合

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

で
、
１
チ
ー
ム
５
～
８
人

蜜
１
人
８
０
０
円
（
中
学
生
無
料
）

申
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

チ
ー
ム
代
表
者
の
氏
名
、
全
員
の
住

ふ
り
が
な

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明

記
し
、
１
月
型
日
（
必
着
）
ま
で
に

つ
く
し
野
１
の
塾
の
畔
田
口
久
男
念

（
錘
）
１
９
９
５
画
（
唖
）
２
０
９
０

申
電
話
で
我
孫
子
生
活
セ
ン
タ
ー

雲
型
０
４
４
４
（
皿
時
～
ｎ
時
）

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第
”
回
シ
ン
グ
ル
ス
大
会

第
５
回
市
民
コ
ル
フ
フ
エ
ス
タ

日
３
月
下
旬
～
４
月
上
旬
の
、
日

間
程
度
（
派
遣
先
で
異
な
り
ま
す
）

派
遣
先
①
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
②

一
ヨ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
③
ア
メ
リ
カ

④
カ
ナ
ダ
⑤
イ
ギ
リ
ス

内
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
文
化
交
流
、

地
域
見
学
、
学
校
体
験
ほ
か

定
先
着
犯
人
（
①
の
み
先
着
空
人
）

蜜
弱
万
円
～
犯
万
円
程
度

申
込
期
限
２
月
５
日
（
火
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
国
際

青
少
年
研
修
協
会
垂
０
３
（
３
３
５

９
）
８
４
２
１
へ

：
申
し
込
み
、
間
：
．
問
い
合
わ
せ
、

日
・
所
２
月
廻
日
（
火
）
娼
時
～
加

時
“
分
、
ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
千
葉

（
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
東
口
徒
歩
約
３
分
）

内
◎
基
調
講
演
「
自
治
体
と
Ｎ
Ｐ

○
と
の
協
働
の
あ
り
方
」
講
師
．
．

山
岡
義
典
さ
ん
（
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン

タ
ー
）
◎
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
出
演
．
・
堂
本
知
事
、
福
嶋
市

長
、
Ｎ
Ｐ
○
法
人
代
表
ほ
か

定
先
着
３
０
０
人
（
参
加
無
料
）

申
・
問
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
職

業
を
明
記
し
、
１
月
諏
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
６
０
１
８
６
６
７
（
住

所
省
略
可
）
県
庁
環
境
生
活
課
Ｎ
Ｐ

Ｏ
活
動
椎
暹
室
云
０
４
３
（
２
２
３
）

４
１
３
７
唖
０
４
３
（
２
２
２
）
８

０
４
４
（
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、

そ
の
旨
と
お
子
ざ
ん
の
毎
齢
を
明
記
）

２
部
は
初
心
者
）

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
オ
ー
プ
ン
種
目
を
除
く
）

費
一
般
１
３
０
０
円
、
中
学
生
・

高
校
生
８
０
０
円

申
ハ
ガ
キ
に
種
目
、
ラ
ン
ク
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明

記
し
、
２
月
８
日
（
必
着
）
ま
で
に

東
我
孫
子
２
の
幻
の
至
局
橋
正
浩
垂

（
犯
）
８
７
１
８

中
学
。
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣

■
■
ｑ
ｑ
１
１
１
ｄ
Ｇ
４
４

ち
ば
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム

職
種
事
務
職
（
パ
ソ
コ
ン
入
力
）

対
自
動
車
運
転
免
許
証
と
簿
記
２

級
以
上
の
資
格
を
持
つ
犯
歳
ま
で
の

市
内
在
住
の
方
、
１
人

採
用
時
期
３
月
１
日
（
金
）

申
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
作
文

（
「
私
の
老
後
の
ゆ
め
」
…
４
０
０

字
程
度
）
を
、
２
月
巧
旦
金
）
ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー
（
つ
つ
じ
荘
隣
り
）

愛
錘
２
２
０
０
へ
持
参

主
…
主
催
。
共
催

小
学
校
で
、
臨
時
給
食
調
理
員
と

し
て
働
き
た
い
方
の
登
録
を
受
け
付

け
ま
す
。

内
給
食
の
調
理
、
給
食
室
の
清
掃

任
用
期
間
随
時
、
４
カ
月
以
内

（
更
新
可
）

※
勤
務
日
等
は
学
校
で
異
な
り
ま
す
。

賃
金
時
給
８
８
０
円

申
。
問
写
真
を
持
参
し
、
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
冥
芭
１
１
５
１

学
童
保
育
室
で
、
臨
時
学
童
保
育

指
導
員
と
し
て
働
き
た
い
方
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す
。

資
格
要
件
保
育
士
、
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
・
高
校
教
諭
の
資
格
を

有
す
る
方
、
ま
た
は
学
童
保
育
室
で

保
育
経
験
が
あ
り
、
保
育
に
意
欲
の

あ
る
方
（
受
付
時
に
面
談
を
実
施
）

任
用
期
間
４
月
１
日
以
降
、
６
カ

月
以
内
（
更
新
可
）

勤
務
時
間
１
日
８
時
間
以
内

賃
金
時
給
８
８
０
円

申
・
問
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に

資
格
証
明
書
（
資
格
を
有
す
る
方
）

の
写
し
を
添
付
し
、
子
育
て
支
援

課
・
内
線
３
４
７
へ
持
参

ぼ
し
ゆ
う

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
職
曼

臨
時
学
童
保
育
指
導
員

臨
時
給
食
調
理
員

1

1

／魎～これからの市民活動展開のきっかけに～
、

地域の車で冒分らW渚躍の場臺デザイルよう
「市民企業‘行政との協働のまちづくり」に向け､市では次の講座を開催します。
箙活動を行っている方､これから何かを始めたいと思っている方を対象に､ワークショッブを中心とし
た参加者みんなで考えていく講座です｡ぜひご参加ください。

日時2月3日旧)午後1時30分から4時日時2月17日旧)午前101時から午後4時

誇 ､棚蝋㈱
回参加費，000円(昼食代ほか）
定員40人

l

ll繍撫蕊畷懸難鴨辮｡氏榊齢順鮴諦号楜記
」し、1月23日(消印有効)までに〒270-1192(住所省略可)市役所市民活動支援課内線488ヘ

、

【冬休み劇場]現代語訳狂言割ﾎ瀞劇場

うつふっぶ<す

ぐす#け
＝

声

媚”
■■■

Ib
岸田今日子の企画､谷jll俊太郎の

現代語訳､演劇集団「円」の出演に

よる親子で楽しめる狂言です。

日時1月20日(日)午後2時30分開

場、3時開演

場所市民会館

入場料1000円（当日券あり）

※全席自由(子ども席あり）

問い合わせ教育委員会文化課B(85)
1151

岸田今日子さﾊﾉｶ'らのコルト

「我孫子のみなさんに‘こ

の『くすくすげらげらうつふ

つふ』をご覧いただける機会

ができたのは$多くの方のご

協力あってのことだと思いま

す｡子どもも大人も楽しめる‘

すばらしい作品です。どうぞ
ご家族でご覧ください」
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対
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
の
あ
る

犯
歳
ま
で
の
方
、
機
械
製
図
科
廻
人
、

Ｏ
Ａ
事
務
科
６
人

試
験
日
２
月
哩
日
（
火
）

試
験
科
目
国
語
、
数
学
、
適
性
検

査
、
面
接

応
募
期
限
１
月
訓
日
（
木
）

問
同
専
門
校
雲
群
）
６
４
１
１

対
売
歳
ま
で
の
方
、
若
干
名
（
応

募
者
多
数
時
は
面
談
の
う
え
決
定
）

費
入
会
金
５
０
０
０
円
、
年
会
費

１
万
２
０
０
０
円
（
別
途
保
険
料
２

０
０
０
円
）

申
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
登

山
経
験
の
有
無
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（
あ
る
方
）
を
明
記
し
、
１
月
塑

日
（
必
着
）
ま
で
に
つ
く
し
野
７
の

西
の
率
村
松
敏
彦
冥
翌
４
７
９
３

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
会
員

日
・
所
毎
週
月
曜
日
鴫
時
～
加
時

犯
分
、
市
民
プ
ラ
ザ

対
初
級
ベ
ー
シ
ッ
ク
、
若
干
名

（
先
着
順
）

愛
月
額
２
０
０
０
円

ま
い
む

申
電
話
で
舞
夢
会
・
北
原
貧
邑

５
２
４
５

我
孫
子
高
等
技
術
専
門
枝

１
年
コ
ー
ス
生
徒
（
追
加
募
集
）

岳
人
あ
び
こ
会
員

（
青
山
。
１
歳
２
カ
月
）

し
ま
だ
も
わ
こ

島
田
萌
和
子
ち
ゃ
ん

1
『
●
口
〆

ー－=可

す
こ
や
か
ち

じ
ん
さ
い
こ
う
た

陣
在
航
汰
ち
ゃ
ん

一
（
湖
北
台
。
１
歳
２
カ
月
）

日
１
月
お
日
（
金
）
唱
時
釦
分
～

所
水
道
局
４
階
会
議
室

間
教
育
委
員
会
総
務
課
葵
芭
１

１
５
１

配
偶
者
が
外
国
人
の
方
へ

住
民
票
備
考
欄
に
配
偶
著
名
を
記
載

市
で
は
、
１
月
４
日
か
ら
、
日
本

人
と
外
国
人
の
混
合
世
帯
で
、
ご
本

人
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に
、
住

民
票
の
備
考
棚
に
外
国
人
の
配
偶
者

名
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
市
民
課
、
各
支
所
・
行
政

連
絡
所
の
窓
口
で
、
申
請
の
際
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
・
内
線
３
６
０

地
域
交
流
教
室

年
間
利
用
申
請
を
受
け
付
け

市
で
は
、
地
域
の
生
涯
学
習
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
サ
ー
ク
ル
な
ど

定
例
教
育
委
員
会

日
毎
週
金
曜
日
喝
時
～
暉
時

所
市
民
会
館

テ
キ
ス
ト
Ｎ
Ｈ
Ｋ
基
礎
英
語
３

賛
月
額
３
０
０
０
円

申
電
話
で
英
会
話
コ
ス
モ
ス
・
安

木
冥
芭
０
５
１
６

｜

’

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

お
し
ら
せ

Iで

－－

に
小
学
校
の
余
裕
教
室
を
「
地
域
交

流
教
室
」
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

地
域
交
流
教
室
は
、
「
毎
月
第
２

金
曜
日
」
の
よ
う
に
年
間
利
用
が
で

き
ま
す
。
年
間
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
短
期

間
の
利
用
は
、
随
時
受
け
付
け
）

設
置
枝
・
教
室
数
＊
我
孫
子
第
一

小
。
：
２
＊
根
戸
小
．
・
・
１
＊
高
野

山
小
…
１
＊
湖
北
台
西
小
・
§
２

＊
布
佐
小
・
・
・
１

利
用
期
間
４
月
１
日
～
来
年
３
月

訓
日
（
１
年
間
）

利
用
時
間
９
時
～
虹
時
（
根
戸
小

は
時
間
が
異
な
り
ま
す
）

申
申
請
響
（
教
育
委
員
会
に
用
意
）

に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
２
月
１
日

（
金
）
～
８
日
（
金
）
〈
土
・
日
曜
日
を

除
く
〉
に
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

實
亜
１
１
５
１
へ
持
参
（
提
出
時

に
、
受
付
番
号
を
決
め
る
く
じ
引
き

を
実
施
）
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
を

都
市
改
造
事
務
所
で
も
配
布

生
ご
み
を
た
い
肥
化
で
き
る
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
の
配
布
を
、
都
市
改
造
事
務

所
（
本
町
３
の
５
の
３
）
で
も
始
め

ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い

工
房
、
市
役
所
手
賀
沼
課
、
各
支
所

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
配
布
場
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
配
布
は
１
世
帯
に
つ
き
１

カ
月
１
個
で
す
。

問
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
念
（
師
）
０

０
１
５

忘れずに納めましょう

’

’

0

昭
和
聖
年
の
こ
の
日
、
日
本
最
古

の
壁
画
が
描
か
れ
た
「
法
隆
寺
金
堂
」

（
奈
良
県
）
が
火
災
に
あ
い
ま
し
た
。

寺
社
は
そ
の
多
く
が
木
造
で
あ
る

た
め
、
火
が
つ
き
や
す
く
、
急
激
に

延
焼
す
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、
管

理
者
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
ざ
ん
も

文
化
財
の
防
火
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
文
化
課
實
芭
１

１
５
１

日
・
所
３
月
１
日
（
金
）
～
四
日

（
火
）
の
午
前
中
（
木
・
士
・
日
曜
日

を
除
く
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー

※
受
診
日
は
、
男
女
で
異
な
り
ま
す
。

※
申
込
者
数
に
よ
り
日
程
が
変
わ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

内
冑
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

対
昭
和
諏
年
３
月
訓
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
で
、
市
内
に
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方

※
冑
・
十
二
指
腸
疾
患
な
ど
で
治
療

中
、
経
過
観
察
中
の
方
は
ご
遠
慮
を
。

費
５
０
０
円
（
た
だ
し
、
老
人
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
、
世
帯

全
員
が
市
・
県
民
税
非
課
税
の
方
、

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
無
料
）

申
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
・
連
名
不

可
）
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

性
別
、
電
話
番
号
、
市
・
県
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
は
右
上
に
大
き
く

「
①
」
を
明
記
し
、
２
月
７
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
湖
北
台
１
の
皿
の

晦
保
健
セ
ン
タ
ー
實
逗
１
１
３
１

（
受
診
券
は
２
月
下
旬
に
発
送
）

こ魏隔＜膳凱、 １
月
奉
日
は
文
化
財
防
塞
テ
ー

胃
が
ん
検
診

テレホンガイド
声の便利帳

TEL侭5)5000

’
ファクスガイド
ファタス便利帳

ITEL(83)6000

次
の
皆
ざ
ん
か
ら
、
温
か
い
善
意

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
厚
意
は
、
趣
旨
に
沿
っ
て
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

関
千
春
様
、
我
孫
子
太
子
会
様
、
つ

く
し
野
み
ず
き
会
様
、
つ
く
ば
サ
ー

ク
ル
・
サ
リ
株
式
会
社
我
孫
子
店
様
、

三
上
孝
様
、
山
内
謙
王
様
、
橘
幹
雄

様
、
有
限
会
社
美
容
室
ミ
キ
ノ
様
、

株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
柏
事
業
所
様
、

あ
ら
き
野
寿
々
芽
会
様
、
我
孫
子
理

容
組
合
様
、
小
野
友
之
助
様
、
陶
炎

様
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
記
念
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
様
、
舟
津
寛

様
、
空
手
道
実
武
道
会
館
様
、
に
つ

ぼ
ん
の
心
を
歌
う
会
様
、
東
葛
リ
サ

イ
ク
ル
倶
楽
部
様
、
ふ
れ
あ
い
市
様
、

グ
ラ
ン
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
”
様
、
江

藤
勇
様
、
我
孫
子
郵
便
局
職
員
一
同

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る
ご

家
族
の
疑
問
に
、
専
門
の
医
師
が
お

答
え
し
ま
す
。

日
・
所
１
月
酔
旦
木
遍
時
弛
分

～
巧
時
如
分
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室
〈
市
役
所
西
別
館
３
階
）

費
無
料

申
・
問
電
話
で
介
護
支
援
課
垂

（
妬
）
１
４
１
１

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、

平
成
群
年
１
月
１
日
現
在
市
内
に
所

有
す
る
縦
却
資
産
に
つ
い
て
申
告
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
用
紙
の
不
足
や
申
告
に
つ

い
て
不
明
な
点
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、

課
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
１
月
瓢
旦
木
）

提
出
先
・
問
課
税
課
家
屋
調
査
係

内
線
３
３
６

痴
ほ
う
に
関
す
る
医
療
相
談

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

明
る
い
話
題

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

様
、
古
利
根
の
自
然
を
守
る
会
様
、

湖
北
太
子
会
様
、
鈴
木
謙
様
、
中
里

９
．
ｍ
・
血
・
哩
班
様
、
明
る
い
社

会
づ
く
り
推
進
協
議
会
様
、
湖
北
台

西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
、
芝
原
旅
行
会

様
、
北
口
商
友
会
女
性
部
様
、
我
孫

子
市
中
央
準
倫
理
法
人
会
様
、
我
孫

子
市
北
部
地
域
文
化
祭
実
行
委
員
会

様
、
千
葉
土
建
組
合
我
孫
子
支
部
様
、

茂
木
勇
紀
様
、
高
橋
バ
レ
エ
団
様
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
矢
口
商
店
様
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
我
孫
子
第
一
団
様
、

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
迦

様
、
天
理
教
東
葛
支
部
様
、
我
孫
子

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
南
地
区
社

協
歳
末
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
様
、

フ
ラ
ミ
ン
ゴ
様
、
市
原
佳
奈
様

（
受
け
付
け
順
。
哩
月
塑
日
受
け
付

け
分
ま
で
）

日
・
所
２
月
９
日
・
璽
日
（
土
）
廻

時
～
”
時
、
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
犯
階

（
新
宿
駅
西
口
徒
歩
約
３
分
）

参
加
校
法
政
大
学
、
慶
懸
義
塾
大

学
、
中
央
大
学
、
日
本
大
学
、
東
洋

大
学
な
ど
零
校
（
塑
日
は
奉
校
）

問
（
財
）
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

垂
０
３
（
３
８
１
８
）
３
８
７
０

．
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活

動
は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ

れ
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
情
報
交
換
し
ま
せ
ん
か
。

日
・
所
１
月
型
日
（
木
）
喝
時
弛
分

～
喧
時
犯
分
、
保
健
セ
ン
タ
ー

対
痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族
費
１
０
０
円
（
お
茶
菓
子
代
）

問
介
護
支
援
課
冥
亜
１
４
１
１

大
学
遥
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

’

〆 、

1

蕊
ﾁｬﾚﾝゴ11ザ･ｵﾘｴﾝﾃﾛﾘﾝづ

参加者を募集

『留学生が先生！」
体験授業
我孫子市国際交流協会(AIRA)では、

市民の皆さんを対象に､市内の小"中学校

で実施されている｢留学生が先生!」の体

嚴授業を行います。

モーリタニア（アフリカ西部)の文ｲﾋや

生活習慣などについて、日本語で授業が行

われます｡また､授業終了後には､講師を

囲んでの茶話会もあります。

日時｡場所2月2日(士)午後2時から4

時､市民ブﾗサ

講師カン･ヤクパさん(モーリタニア国

籍東京大学大学院生）

我孫子市青少年相談員連絡協議会では、

自然とのふれあいや親子･友達との交流を

目的に、「チャレンジ11ザオリエンテー

ﾘﾝグ｣を開催します。ｺﾝｽと地図を

片手に､古戸の自然を歩いてみませんか。

なお､当日は豚汁のｻー ｽがあります。

日時2月10B(日)午前9時から午後1時

集合場所湖北中学校ｿﾌﾄポー ﾙ場

※自動車での来場はご遠慮ください。

内容古戸地区を中心としたオリエンテー

リング(雨天時は体育館で斑ｽー ﾂ）

対象小学生（3人から5人で1ﾁー ﾑ）

募集数先着50組

※申し込みは、1人･親子ﾁー ﾑいずれ

も可｡(ﾉl学校3年生以下|撫子で申し込み）

参加費無料

申し込み･問い合わせﾊガｷに参加者全

員の住所酩・学校名･学年･年齢を明

記し､我孫子1684教育委員会社会教育課
冠(85)1151へ

煽師と内容は変更となる場合があります。
定員先着30人

参加費200円

申し込みﾊガｷに｢留学生が先生!｣、
住所､氏名､電話番号を明記し、1月25
日(必着)までに我孫子142の1市民ブﾗ

ザ内我孫子市国際交流協会へ

問い合わせ田渕丑070-6645-1105
、 ノ

’

項 目

介護保険料第8期

市。県民税第4期

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第8期

水道料金

納期限
旧座儲目）

31体）

31(木）

31(木）

31(木）

封
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⑥
句
９
，
⑫
③
９
，
ｃ
⑦
９
⑨
、
①
９
，
。
ｂ
９
⑮
他
包
り
。
＠
団
９
④
伺
う
少
⑤
⑬
己
夕
＠
個
ｂ
９
ｂ
、
固
り
ｂ
③
句
夢
⑤
＠
句
９
，
⑬
勘
夢
④
⑥
色
９
④
。
②
少
⑤
、
る
り
④
唾

みようれんじ におう

妙蓮寺所蔵の陶製仁王像が

市指定文化財に

噛
り
ｑ
〆
⑤
一
這
旬
Ｑ
〆
⑧
心
理
■
①
〆
⑪
心
理
●
●
侭
｝
⑥
窪

田’頑張ってますNP
｡

関東ｲーｴﾑ普及協会
～すべてのいのちを大切に
した循環型社会づくり～ 市指定文化財はあわせて3つに

⑥
⑰
、
③
の
〆
ゆ
の
、
①
ｅ
／
⑥
⑪
、
③
ラ
⑤
③
ａ
９
⑤
ｐ
Ｅ

昨
年
、
月
塑
日
付
け
で
、
妙
蓮
寺

（
根
一
巳
所
蔵
の
「
陶
製
仁
王
像
」

（
写
真
）
が
、
市
指
定
文
化
財
第
３

号
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ぎ
上
舎
？
う
ん

こ
の
仁
王
像
は
、
阿
形
（
左
）
と
畔

唇
よ
・
７

形
（
右
）
の
２
体
で
、
両
像
と
も
約
釦

セ
ン
チ
の
大
き
き
。
作
者
は
、
江
戸

時
代
の
末
期
に
京
都
で
活
躍
し
た
、

に
ん
あ
み
ど
う
は
ち

名
作
陶
家
の
仁
阿
弥
道
八
で
す
。

な
お
、
市
指
定
文
化
財
第
１
号
は
、

に
じ
ゆ
、
り
い
ち
ぶ
つ

中
峠
舜
峰
神
社
に
あ
る
三
十
一
仏

む
き
し
い
し
い
た
び

武
蔵
石
板
避
で
す
。
中
世
に
作
ら

関
東
イ
ー
エ
ム
普
及
協
会
（
理
事

き
よ
し

長
・
天
野
紀
宜
ざ
ん
）
が
、
去
る
、

月
”
日
、
千
葉
県
か
ら
市
内
５
番
目

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
会
は
、
平
成
６
年
に
前
身
の

「
関
東
Ｅ
Ｍ
普
及
協
会
」
が
、
の
市

民
活
動
団
体
に
よ
り
発
足
し
、
そ
の

後
会
員
の
増
加
に
よ
り
平
成
８
年
に

関
東
エ
リ
ア
の
６
つ
の
Ｅ
Ｍ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
４
０
０
団
体
・
個
人
）
と

し
て
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

活
動
は
、
市
内
は
も
と
よ
り
関
東

全
域
と
周
辺
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
法
人
事
務
所
を
市
内
布
施
に

開
設
し
、
ま
た
、
我
孫
子
駅
南
口
近

く
に
「
Ｅ
Ｍ
ネ
ッ
ト
千
葉
事
務
所
」

を
開
設
し
て
普
及
活
動
を
行
う
な
ど
、

精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
○

有
用
微
生
物
群
の
活
用
に
よ
る
、

生
ゴ
ミ
の
資
源
化
や
、
水
質
浄
化
に

よ
る
環
境
保
全
活
動
、
自
然
農
法
に

▼妙蓮寺根戸1778

根戸近隣
センター
。●

市
民
プ
ー

野田↑

妙蓮寺

と
う
ば

れ
た
石
製
の
塔
婆
で
、
普
通
は
一
尊

や
三
尊
が
多
く
、
二
十
一
尊
は
珍
し

い
も
の
で
す
。

指
奏
２
言
、
盈
琴
篭

土
遺
惣
で
す
。
根
戸
の
金
塚
古
墳

た
ん
こ
う
い
し

か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
短
甲
、
石

ま
く
ら
り
っ
か
は
に
わ

枕
、
立
花
、
鏡
、
朝
顔
形
埴
輪
、
円

筒
埴
輪
が
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
市

民
会
館
２
階
の
考
古
展
示
室
で
展
示

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
文
化
課

文
化
財
担
当
冥
芭
１
１
５
１

よ
る
農
業
や
家
庭
菜
園
の
実
践
、
酌

環
境
学
習
や
授
産
施
設
の
環
境
活
》

動
等
の
支
援
の
た
め
の
情
報
誌
函

「
え
む
え
む
関
東
」
の
隔
月
発
行
、
《

Ｅ
Ｍ
活
用
技
術
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
麺

講
座
、
環
境
学
習
や
講
習
会
へ
の
》

講
師
派
遣
、
授
産
施
設
に
よ
る
Ｅ
唖

Ｍ
ボ
カ
シ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
玄
瑳
《

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皿

市
内
で
も
多
く
の
会
員
が
Ｅ
Ｍ
函

ボ
カ
シ
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
生
》

ゴ
ミ
を
発
酵
処
理
し
、
家
庭
菜
園
函

一
睡
密
舞
割
認
識
簔
謬
捲
窄
麺
鍋
、
》

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
恥

※
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
は
、
小
規
模
禍
祉
》

作
業
所
「
お
お
ば
ん
」
で
作
ら
れ
唾

た
も
の
を
、
市
の
窓
口
で
無
料
配
《

布
し
て
い
ま
す
。
〈
（
５
）
面
参
照
〉
鋤

問
い
合
わ
せ
箪
皐
イ
ー
エ
ム
普
》

及
協
会
實
理
２
７
８
９

応

▼天照神社中峠1148

心

去
る
廻
月
１
日
・
２
日
に
名
古
屋

市
総
合
体
育
館
で
「
第
ｎ
回
日
本
障

害
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
」

が
行
わ
れ
、
女
子
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク
〈
車

イ
ス
使
用
者
）
の
シ
ン
グ
ル
ス
と
ダ

ブ
ル
ス
で
、
深
山
知
美
ざ
ん
（
新
木
）

が
、
金
メ
ダ
ル
を
錘
得
し
ま
し
た
。

ダ
ブ
ル
ス
に
は
、
山
崎
真
理
さ
ん

（
王
子
か
ぼ
ち
ゃ
ク
ラ
ブ
）
と
出
場
。

前
回
の
大
会
で
知
り
合
っ
て
ペ
ア
を

農
業
祭
り
が
ｕ
月
、
日
に
開
催
さ

れ
、
農
作
物
の
出
来
映
え
を
鐘
つ
農

作
物
共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ｃ
ｌ

４
４
点
の
出
品
作
物
の
中
か
ら
、
次

の
方
々
が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

県
知
事
萱
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
…
日
暮

正
昭
ざ
ん
（
久
寺
家
）
〈
写
真
〉

深
山
知
美
さ
ん
が
ｚ
種
目
で
金
メ
ダ
ル

第
川
回
日
本
障
害
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

農
作
物
共
進
会
に
１
４
４
点
の
出
品

県
知
事
賞
に
は
日
喜
正
昭
さ
ん
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

71
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あ
れ

市
長
賞
カ
ブ
：
・
渋
谷
和
夫
さ
ん

（
根
戸
）

農
業
青
壮
年
会
議
会
長
賞
サ
ト
イ

モ
・
・
中
野
茂
俊
ざ
ん
（
中
里
）

県
東
葛
飾
支
庁
長
賞
キ
ャ
ベ
ツ
・
・
・

染
谷
薫
さ
ん
（
古
戸
）

農
林
水
産
省
千
葉
食
糧
事
務
所
長
賞

な
り
や
ま
き
い
ら
ろ
う

玄
米
…
成
山
騏
一
郎
ざ
ん
（
布
佐
）

東
葛
飾
錘
業
改
良
雪
及
セ
ン
タ
ー
所

ｎ
ｏ
よ
む
う
い
烏
壷

長
賞
キ
ュ
ウ
リ
…
松
下
亮
一
さ
ん

（
岡
発
戸
新
田
）

農
業
委
員
会
会
長
賞
ト
マ
ト
：
古

川
鉄
夫
ぎ
ん
（
岡
発
亘

農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞
カ
リ
フ

ラ
ワ
！
：
中
野
茂
俊
さ
ん
（
中
里
）

植
物
防
疫
協
会
会
長
賞
玄
米
…
寺

田
一
美
さ
ん
（
根
戸
）

組
み
、
昨
年
４
月
こ
ろ
か
ら
日
曜
日

に
都
内
ま
で
出
掛
け
て
練
習
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
試
合
の
緊
張
か
ら
か
、

初
戦
の
第
一
セ
ッ
ト
を
落
と
し
て
し

ま
い
ま
す
が
、
運
に
も
味
方
さ
れ
２

セ
ッ
ト
を
連
取
。
辛
く
も
初
戦
を
突

破
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
２
回
戦
、

決
勝
と
順
調
に
勝
ち
進
み
優
勝
。

シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
前
回
２
位
だ

っ
た
た
め
優
勝
を
期
し
て
出
場
。
昨

年
８
月
こ
ろ
か
ら
始
め
た
筋
肉
ト
レ

ー
ー
ラ
グ
や
、
車
イ
ス
を
扱
う
練
習

が
実
を
結
び
、
初
戦
、
２
回
戦
、
決

勝
と
も
相
手
に
１
セ
ッ
ト
も
与
え
ず
、

念
願
の
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。

「
前
回
の
大
会
は
、
不
本
意
な
成

繊
で
し
た
の
で
、
今
回
は
優
勝
で
き

て
う
れ
し
い
」
と
金
メ
ダ
ル
を
手
に

笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

こ

れ

文芸だより
俳句あび 短歌一

」 文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切

りは毎月20日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先〒270-1192(住所省略可)市役所広報室
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や
え
壁
ご餌
を
ね
だ
る
ゆ
り
か
も
め
ゐ
て
子
に
笑
顔
秋
葉
満

ほ
う
き
め
き
ざ
ん
か

辮
目
の
上
に
山
茶
花
散
り
や
ま
ず
青
山
陽
子

い

鴨
容
れ
て
夕
べ
の
沼
の
静
か
な
り
今
井
岩
夫

潜
る
度
日
の
傾
き
て
か
い
つ
ぶ
り
海
老
原
千
代
子

チ
ャ
ル
メ
ラ
の
音
色
凍
て
つ
く
箱
根
の
湯
小
林
光
江

ふ
ぐ
河
豚
鍋
の
好
き
な
親
父
で
あ
り
し
か
な
下
田
繁
樹

、
え
ほ
う

沼
鳥
の
一
羽
恵
方
に
飛
ぶ
術
へ
平
塚
利
雄

一
で

糠
騨
遺
蕊
の
反
り
雲
あ
り
山
口
魁

暗
き
ニ
ュ
ー
ス
日
毎
流
る
る
歳
晩
に
新
宮
誕
生
の
明
る

き
ニ
ュ
ー
ス
小
出
礼
子

あ

一
千
一
世
紀
に
生
れ
し
愛
子
内
親
王
世
紀
羽
ば
た
き
輝

き
て
あ
れ
長
南
光
子

吐
づ
め

富
士
の
野
に
蹄
の
音
の
冴
え
渡
り
乗
馬
の
女
等
森
陰
に

見
ゆ

小
林
光
江

青
年
の
棟
方
志
功
は
誓
ひ
た
り
「
わ
だ
ぱ
ゴ
ッ
ホ
に
な

げ
ん

る
」
の
「
一
亘
や
よ
し
青
木
正
子

胸
は
ず
み
友
等
と
旅
ゆ
く
車
窓
よ
り
雪
を
頂
く
富
士
の

現
は
る

村
上
道
代

身
の
細
き
白
鷺
一
つ
水
に
立
ち
て
う
つ
る
姿
の
さ
ら
に

細
し
も

三
谷
和
夫

蛍
う
な
い
と

今
と
な
り
夫
婦
の
絆
少
し
づ
つ
わ
か
り
て
妻
の
愛
し
く

な
り
ぬ
下
田
藥
樹

も
や

栗
落
葉
む
や
み
に
燃
せ
ず
か
き
集
め
夫
と
二
人
に
堆
肥

を
作
る
新
堀
孝
女

■

日イ

し
ら
か
ば

十
一
月
の
半
ば
に
緑
地
区
の
白
樺

文
学
館
を
訪
れ
る
と
、
志
賀
直
哉
の

作
品
集
の
題
「
”
栂
の
花
」
に
因
ん
鳥

で
、
ビ
ワ
の
木
が
植
え
て
あ
り
ま
し

こ
ろ

た
。
訪
れ
た
頃
の
ビ
ワ
は
花
盛
り
で

香
気
の
あ
る
白
い
花
を
つ
け
た
花
穂

が
上
へ
観
、
強
騨
潟
、
琴

ど
は
褐
色
の
毛
で
覆
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
受
粉
は
メ
ジ
ロ
が
雅
将
を
食
べ

』

|"Lz-ヨー－

ビワ

(ばら科）

夕

に
来
た
と
き
に
行
わ
れ
、
花
は
ミ
ツ

み
つ
げ
ん

バ
チ
の
冬
の
蜜
源
と
し
て
も
重
要
だ

と
い
わ
れ
ま
す
。

じ
上
・
り
り
よ
く

葉
は
常
緑
で
厚
み
が
あ
り
、
下
面

に
褐
色
の
毛
が
密
生
し
て
い
ま
す
。

び
わ

「
し
ぐ
る
る
や
冬
木
の
庭
に
枇
杷
の

葉
の
い
る
さ
え
ざ
え
と
締
れ
そ
ぼ

み
ず
ほ

ち
つ
つ
」
太
田
水
穂

ゆ
ら
い
え

ビ
ワ
と
い
う
名
の
由
来
は
、
柄
の

び
わ

つ
い
た
果
実
が
楽
器
の
琵
琶
に
似
て

い
る
と
か
、
葉
の
形
が
琵
琶
に
似
て

い
る
か
ら
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

葉
の
裏
側
の
毛
を
除
い
て
乾
燥
し

脅
窪
懲
鵜
と
藤
、
樺
て

飲
む
と
利
尿
や
健
胃
薬
、
清
涼
剤
な

ど
に
な
り
ま
す
。
ま
た
風
呂
に
入
れ

る
と
皮
膚
を
滑
ら
か
に
し
、
あ
せ
も

に
も
効
く
と
い
わ
れ
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

無
料
で
＊
エ
ア
ー
ウ
オ

ー
カ
ー
（
室
内
歩
行
機
具
〉

〈
山
下
登
（
群
）
３
８
０
７
〉

＊
米
び
つ
付
き
レ
ン
ジ
台

〈
倉
持
壷
（
鯉
５
９
２
５
〉

＊
ス
テ
レ
オ
（
レ
コ
ー
ド
プ

レ
ー
ヤ
ー
）
、
世
界
大
百
科

辞
典
（
全
酔
巻
）
〈
井
上
電

（
鄙
）
８
２
７
８
〉

申
し
込
み
各
連
絡
先
に

直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載

申
し
込
み
は
、
砺
話
で
商
工

観
光
課
へ

問
い
合
わ
せ
商
工
観
光

課
消
識
指
導
係
・
内
線
３
２

９

不用品
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